
令和５年４月２８日

鹿児島市立吉田南中学校

学校教育目標

志や誇りをもち，心豊かにたくましく 未来を切り拓く生徒の育成
ひら

これからの未来を生徒自らが切りひらいていけるような資質や能力を，家庭・学校が力を合わせて

子供たちに身に付けさせていきます。

吉田南中だより

５月の主な行事

５ 月

日 曜 行 事 内 容 日 曜 行 事 内 容

２ 金 心臓検診（1年・職員） 22 月 教育相談

９ 火

1年 集団宿泊学習（～11日） 学級専門部会・部活動写真撮影
23 火

・教育相談・1年集金日2年 修学旅行（～11日）

3年 ﾄﾗｲﾜｰｸ（～11日） 24 水 教育相談・2年集金日

12 金 1・2年生休養措置 25 木
学級専門委員会・歯科検診
部活動写真撮影・3年集金日

13 土 土曜授業・体験学習まとめ等 26 金 学年朝会

16 火
全校朝会・3年全国学力学習状況調査

30 火 生徒朝会
（英語「話すこと）

18 水
3年 実力テスト（～19日）

31 水 上級学校説明会
内科検診（3年・1-1）

職員紹介
今年度の本校職員です。よろしくお願いします。

職 名 氏 名 学 年 配 当 教 科 職 名 氏 名 学 年 配 当 教 科

校 長 塚 元 宏 雄 教 諭 福 永 光 洋 ３年 副担任 英 語

教 頭 河 野 和 一 〃 脇 彩 美 あすなろ学級担任 社会・特別支援

教 諭 山 﨑 達 也 １年１組担任 国 語 〃 相 良 典 隆 ひまわり学級Ａ担任 美術・特別支援

〃 佐々木 和 也 １年２組担任 理 科 〃 東 村 史 代 ひまわり学級Ｂ担任 英語・特別支援

〃 松 元 一 生 １年学年主任 英 語 養護教諭 小 山 茉里代

〃 渡 邊 弘 彰 １年 副担任 数 学 事務主査 井 上 清 巳

〃 川 畑 翔 平 ２年１組担任 数 学 栄養教諭 東 郷 聡 子

〃 指 宿 凌 ２年２組担任 保健体育 非常勤講師 田 代 あさ子 家庭科

〃 岩 崎 健 ２年学年主任 英 語 特別支援教育支援員 今 吉 真 子

〃 竹 添 一 世 ２年 副担任 音 楽 学校図書館司書 大 迫 美弥子

〃 椛 山 金太郎 ３年１組担任 数 学 学 校 主 事 川 内 裕

〃 立 部 剛 ３年２組担任 社 会 学校主事(併任） 村 釘 和 弘

〃 松 山 健太郎 ３年学年主任 理 科 校務支援員 吉 留 真由美

〃 齋 藤 華 代 ３年 副担任 国 語 ＡＬＴ パリス・フィールズ

〃 佐々木 芳 晃 ３年 副担任 保健体育 （育休中） 川路 あずさ



三つのお願い 「朝ごはん，自分の命，仲良し」 校長 塚元 宏雄

４月６日入学式の式辞の抜粋です。新一年生だけでなく，本校の生徒全員に伝えるつもりでつくり

ました。

一つは，朝ごはんをしっかりと食べて学校に来てください。そのためには，

決まった時間には寝るようにしましょうね。できるだけ，頭の中をすっきりと

させて体も元気な状態で，学校に来てください。みなさんが，楽しみにしてい

る部活動もありますので一日が終わるまで，元気でいるには，朝ごはんが大切

です。

二つは，交通安全に気を付けてください。徒歩や自転車通学では交通法規を

守ること，横断歩道を渡るときには左右を確認してから渡るようにします。ま

た，バス通学の人は，バス中で，ふざけることのないようにしてください。

どんなときにも，自分の命は，自分でしっかりと大切に守ってあげてくださ

い。

三つは，みんなと仲良しになってください。そのために自分がされて嬉しいことをみなさんにし

てあげてください。仲良くなるには，「おはようございます。ありがとう」など日頃からポカポカ

の気持ちになる言葉を使うようにしてください。

そして，決していじめはしない，させない。

校長 塚元 宏雄

入学式 生徒総会

今年も初々しい一年生が61名入学しました。ドキ ４月17日（月）の６校時に生徒総会を実施しま
ドキワクワクの中学校生活が始まりました！ した。久しぶりの体育館での全員参加開催。これ

までコツコツと役員が準備してきた資料について，
教科担任制や50分授業・初めての部活動など，小 生徒全員で協議しました。質問や意見交換も活発

学校とのギャップを超えて，明るくはつらつと生活 でした。企画･運営した生徒も，話し合いに参加し
しています。先輩たちもかわいい後輩を暖かく迎え た生徒も，有意義で実りある話し合いの時間でし
る姿がありました。 た。

生徒会専門部会見学

今年初の企画で，1年生が生徒会の学級専門部会を見学に行きました。上級
生の学級での話し合い方法を，具体的に見て学ぶ企画でした。グループで話
し合う様子を見学しながら，自分たちの学級での話し合いをよりよいものに
することが目的です。鹿児島の昔ながらの伝統「郷中教育」を彷彿とさせる
上級生たちでした。


